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1999 年より 2013 年までの間に，筑波大学附属病院および筑波メディカルセンター病院呼吸器内科
において，病理学的に非小細胞肺癌と確定診断された症例のうち，切除不能進行例であった全症例
を対象とし，診療録よりレトロスペクティブに調査した．病理診断は WHO分類に従った．病期分類












ドライン(RECIST) version 1.1 に従い，プラチナ併用化学療法例における治療効果と予後について
検討した．第 3 章では，75 歳以上を高齢者と定義し，年齢と予後について検討した．第 4章では，
CT にて短径 1cm 以上のリンパ節腫大を有意とし，clinical N 因子と予後について検討した．第 5
章では，画像検査による治療前の病期診断をもとに，転移臓器 (M因子) と予後について検討した． 
 
（結果） 






行された割合は年次推移とともに増加していた．第 4章では，clinical N0 (cN0) 群は clinical N1-3
群に比較して生存期間中央値が長く，cN0 は独立した予後良好因子であること，また cN0 群は副腎
転移例が少ないことを初めて明らかにした．第 5章では，副腎および肝転移が予後不良因子であり，
























においては PET/CTを併用し N因子を評価する必要がある． 
 これらは進行非小細胞肺癌 700 例以上の臨床データから導き出されたもので，今後の実臨床に役立
つことが期待される。 
平成 28年 1月 14日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
